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This paper is to focus on the difference between the two literary texts transcribed by 
Frederick Wells Williams, son of S. Wells Williams (1812~1884).  One is the 
transcription text of the Frederick’s biography of his father, while the other is the S. W. 
W.’s Journal during the American expedition to Tiensien and Beijing.  We find that 
while using the same personal papers, namely, autograph letters of his father to his 
mother for that period, Frederick apparently made both slightly and drastically 
changed texts.  We point out some regular methods of his editorship and like to draw a 
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conclusive attention to the necessity to start making a correct transcription text of 
S.W.W.’s autograph papers at Yale. 
 
 
第 1 章  人格形成と澳門広東生活 20 年の成果 
 
S・ウェルズ・ウィリアムズ (Samuel Wells Williams: 1812－1884) は、19 世紀中葉の
中国に 40 年余り滞在した米国人である。澳門・広東に滞在した前半の 20 年間には、広東
語を独学で習得しながら、現地の見習い職人を訓練しては、伝道印刷所の運営を一人で切
り盛りした。見習い工のなかに、音吉らモリソン号事件の日本人漂流民も含まれている。
清末の中国のみならず、幕末の日本とも無縁でなく、1837 年のモリソン号渡来と 1853、
1854 年のペリー艦隊による黒船騒ぎが起きたとき、通訳として活躍したことでも知られて
いる。国内各地の博物館や郷土史資料館に、ウィリアムズの肖像画が残されている由縁で
ある。そうした肖像画の一つ、松代の真田宝物館の絵巻物に、ペリー提督の肖像画と並ん
で、特徴的な眼鏡姿の通詞のウィリアムズが描き出している。郷土史家、幕末維新研究者、
それに歴史小説家にとって、なにかと馴染み深い人物でありながら、その生涯と業績に関
する総合的な研究は、国内で遅れている。 
この日本的事情と比較すると、対照的に映るのは、「交流」の進む最近の中国である。開
国に至る清末の動乱期に、欧米諸国の宣教師たちが、どう近代化に貢献したか。こうした
視点を抱きながら、研究調査にあたっている近代中国史研究者の間に、ウィリアムズ再評
価の息吹が感じられる。『衛三畏生平及書信』 (2004 年) の翻訳出版も、その顕著な一例と
言えるであろう(注 1)。原書の発行は、1888 年であるのだから、100 年以上もの時の経過
をへて、中国語に翻訳され、広く国民に紹介されたわけである。日本語の翻訳も、なんど
か話題に出ながら、ようやく近々、刊行の運びとなった。 
この伝記の原題は、 The Life and Letters of Samuel Wells Williams (以下、『伝記』と
略す)であり、著者は、その息子フレデリック (Frederick Wells Williams: 1857～1928) で
ある(注 2)。本稿のテーマと密接に関係していて、詳しく 3 章で『伝記』の編集について、
後述することになるので、ここでは再びウィリアムズに論考を戻したい。 
ウィリアムズの業績を理解するために、最初に本章で取り上げ、論じておきたい重要な
事柄がある。彼の生い立ちから来る人格の形成と、中国での業績との関連性についてであ
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る。19 世紀 30 年代から 40 年間余りの中国滞在、それもアヘン戦争、アロー事件、英仏連
合軍の天津・北京侵攻、太平天国の乱など、清末の動乱期を直接体験した 40 年間なのであ
る。無事に異郷で過ごせたことだけでも、驚きに違いないのに、中国学の草分けとしての
数々の業績を積み重ねている。どうして、そんなことが実現できたのか。実現させた人物
はどんな人で、どんな性格と生い立ちの持ち主なのか。こうした誰しも思う伝記的な関心
に答えるために、本稿のテーマに関連する人格形成に的を絞りながら、背景となった生い
立ちについて、この 1 章で垣間見ておきたいと考えた。 
ニューヨーク州の地方都市ユーティカで、印刷業を営んでいた父親から、長男として薫
陶を受けるなかで、三つのものを父親から学んだ、と上記の伝記を読みながら感じた。一
つは、断るまでもなく、中国行きの動因になった印刷術を父親直伝で学んだ。単に技術だ
けなく、印刷職人の生活から派生して育成される性格を学びとっている。ウィリアムズの
性格面には、父親ゆずりの堅実で律儀、緻密さ、几帳面、同時に実際性を感じる。 
一つ一つの活字を拾い、自筆原稿と内容的に同じ印刷紙面を作る仕事。細かな作業であ
り、自然に忍耐力が身につく。それだけでなく、学生時代から顕著となる習慣、つまり植
物採集等の収集癖も、植字工としての初期訓練と無関係とは思えない。それに、緻密な字
母拾いに始まる収集のあとに、活字を分類整理する版組の作業は、美しい紙面を作る上で
必要になる。後年の業績の一つとして、各種の索引作りを指摘しておきたいが、雑誌の索
引、外交文書の索引を淡々と纏めあげ、自ら関わった仕事の整理をしてから退職する彼の
姿のなかに、骨の髄まで染み込んだような職人気質を感じてならない。 
職人生活は、日々、単調な作業の反復に見えるが、丹念に繰り返すなかから、熟練技術
や忍耐力が生まれる。単調な数量の積み重ねは、いずれ質的転換をもたらす時期がやって
くる。職人気質とは、そうした単調な反復を通じて培われる緻密さ、一途な取り組み、実
際的工夫や開発的好奇心、という質的な変化を指している、と言えないであろうか。その
上、職人気質が、信仰心と結ばれたとき、大きな人格的力となる。 
実際、もう一つ父親の薫陶を受けた人間形成の側面に、基督教信仰がある。ニューイン
グランドで印刷業を営む真面目な職人生活の精神的支柱は、堅実な気風を重んじる長老派
教会員の祈りにあった。職人気質の一徹性とプロテスタント信仰の一途性とが、こうして
重なっている性格形成の独自性を見落としてはならない。人格形成と呼ぶのが適切であろ
う。息子ウィリアムズが、開国以前の異教徒の国で、人生の大半 40 年間を一途に生きられ
た由縁は、21歳までのこうした人格形成にあると考えられる。印刷技術、緻密で実際的な
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職人気質、敬虔で一途なプロテスタント信仰、以上の 3 点が、父親の薫陶によって習得し
たものであり、本稿 2 章、3 章で論考する自筆文書の緻密で丹念な執筆に、密接に関連し
ていると考えたので、最初に指摘してみた。 
次に、こうして人格形成のできた青年が、それゆえに前半の 20 年間を無事に異郷で過ご
せただけでなく、後年の顕著な業績を生み出すための基礎的研究に没頭できたか、につい
て論考しておきたい。 
中国滞在 40 年の内、前半のおよそ 20 年の間、派遣団体の米国伝道協会 (注 3)から、年
俸を支払われ、中国語の習得と文書伝道の仕事に専念した。生活費の方はこの年俸で賄え
たけれど、伝道印刷所の運営経費は、自前で、現地で捻出することになっていた。この間
に、主として三つの顕著な成果を生み出している。辞書の編纂、月刊英文雑誌『中国叢報』
(1832～51 年)の編集発行、著書『中国総論』(1847 年初版)、以上の三つである。 
中国語習得の成果は、以下の辞典の編纂発行に実を結んでいる。An English and Chinese 
Vocabulary, in the Court Dialect (注 4)、A Tonic Dictionary of the Chinese Language in 
the Canton Dialect (注 5)、A Syllabic Dictionary of the Chinese Language (注 6)。これ
ら三点のなかでも、最後の辞書 (Syllabic)の場合、執筆と印刷出版は、後半 20 年間の傑出
した業績であるけれど、そのための基礎作業は、前半 20 年間に確保されている。出版当初
からモリソンの開拓的な『英華字典』(注 7)を凌駕するものとして評価され、学術的価値が
高かった(注 8)。実際上の使い勝手もよく、広範囲の文献からの適切な故事引用が見られた
こと、字義説明の英文が簡潔であるとして、利用度も高かった。出版当時の興味深い書評
二つが、前出『伝記』で紹介されている。具体的な事例によってモリソンと比較している
ので、以下に両者(1)と(2)ともに引用しておきたい。 
 
（１）他の辞書をはるかに凌駕している側面、つまり（この辞書の真価
は）、意味の説明と言葉の定義に見られる高度の質にあります。辞書編纂
者の能力が、もっとも問われるのは、まさにこの点に於いてなのです。
別言すれば、最小限の言葉数を使い、最大限の意味を伝えることとも言
えます。中国語の語句の定義は、長々と説明してよいのなら、誰にでも
できるかも知れません。でも、数少ない単語使用という字数制限を受け
ながら、正確で十分な意味合いの英語を見つけるとなると、忍耐強く丹
念に調べ上げないうちは、しばしば実現困難です。いくら頑張ってみた
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ところで、不可能なときさえ起こりえます。 
二つの言語の特質とか、ものの考え方や表現方法、これらの点で両言
語には、かけ離れた違いがあり、多くの場合、中国語の端的な表現の語
気を、同様に短い英文で伝えることは、至難な業となります。この点で
の困難を更に難しくしている要因が、頻繁に中国語で使用する短い慣用
句です。それらは、なにか歴史上の出来事とか、民間に伝承する伝説に
言及しているので、英語に正確に直訳したら、一般的には、意味不明に
陥ります。こうした慣用句の使用例として、同時にまた、また、新辞典
に於ける定義の適切さを示す一例として、ここでは、或る一つの語句を
挙げてみたい。 
キフチシ(騎虎之勢)です。この慣用句の意味合いを理解するのに、台湾
問題に関わる日本の現在の立場を当てはめてみたら、恐らく一番分かり
やすいと思います。モリソンの辞書では、次のように定義しています。 
「虎に跨がった人間の状態。虎の背に乗り続けるよりも、背中から下り
るときの方が、より危険な状態になる。つまり、後退したら、確実に破
滅に繋がる悪い活動に、巻き込まれてしまうこと。」 
同じ慣用句の定義は、ウィリアムズ博士によると、以下のように実に
端的なのです。 
「(in for it) のっぴきならない状態。虎の背に人間が跨がったときのよう
であり、後退はありえない。」 
 モリソン博士の使用した単語数は、三十五、ウィリアムズの場合は、な
んと十三にすぎません。後者の定義には、はるかに優れた適切さが見ら
れ、要点を得ているばかりか、簡潔に説明しているから、一目瞭然であ
って、誰にも理解してもらえるはずです。(『ノース・チャイナ・ヘラル
ド』新聞に掲載された税関長官Ｅ・Ｃ・テイントン氏の書評から引用。) 
 
（２）また、（ブロジェット博士）は、次のように結論づけている。それ
に意義をとなえる声は皆無であった。 
この辞書は、中国と中国事情に関する知識の宝庫と言えます。新教お
よび旧教の宣教師たちが、長年かけて研究し集めた知識の宝庫なのです。
埼玉女子短期大学研究紀要 第 19 号 2008.03 
 －134－
西洋諸国の出身者のなかで、今や一番の古参株になった編纂者のウィリ
アムズ博士。これまで中国で歩んできた道を振り返っていることでしょ
う。この長い歳月のあいだ、彼は、自分の指先に握りしめる毛筆を使い、
辞書の一つ一つの漢字を書き記しながら、公使館のわずらわしい公務を
果たしていました。それも、しばしば、代理公使、書記官、通訳、それ
に庶務係という雑多な役目が、彼一人に集中している状態の中でした。 
回顧しながら、きっと彼は、完成した労作に、大きな満足感を味わっ
ているはずです。それと同時に、こうして完結まで導いて下さった良き
主に向けて、謙虚な感謝を捧げていることでしょう。西洋諸国と交流す
るうえで、あらゆる面で中国の真の利益にかなうようにと、彼は、今回
の労作を差し出したわけです。彼の布教に対する愛情が、いつまでも衰
えを知らないことは、辞書の値段にもよく現れています(注 9)。 
 
辞書編纂という作業には、性格面が活きている、と指摘した。緻密に正確に活字を拾お
うとする職人気質が、澳門・広東に渡航する以前の学生時代から、発芽していたようであ
る。鉱物や植物採集に夢中になり、博物学研究の学究生活を諦めての中国渡航になっただ
けあって、中国語の語句や中国知識の収集にも長けていた。細かな類似や相違点に細心の
注意を払いながら、多様性を収集するマニア的収集傾向。それに収集品を分析して分類す
る学究肌性分のこだわりは、すでに渡航前から、ウィリアムズに備わっていた、と再度総
括しておきたい。 
上掲の引用文に於いて、後者(2)のブロジェットは、辞書編纂の作業に含まれてくる「中
国事情に関する知識」に言及したあとに、「新教および旧教の宣教師たちが、長年かけて研
究し集めた知識の宝庫」と述べている。意味合いの深い重要な示唆であると思う。僅かな
語数の短文である。しかし、この文章を書いたときのブロジェットの心境を考えるときに、
彼の念頭にあったものが、なによりも先に、前出『中国叢報』(The Chinese Repository)
の 20 年にわたる刊行であろう、と推測したくなる(注 10)。この雑誌こそ、中国研究の画期
的で、しかも中国学の永続的な知的宝庫の名にふさわしい。 
ブロジェットは、後半の北京時代に知り合うことになる宣教師仲間である。先輩のウィ
リアムズを深く敬愛しており、伝道畑の後継者格の人物と位置づけてよい。他方、ウィリ
アムズ自身の先輩格的宣教師は、ブリッジマンであり、この月刊英文雑誌を 1832 年 5 月
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に創刊した初代の編集者である(注 11)。ウィリアムズは、主に印刷の仕事を担当するため
に澳門・広東に渡航して(1833 年 10月 25 日、ワンポア到着)、やがて二代目の編集者とな
り、終巻までの業務を引き継ぎ、ブリッジマンとは文書伝道畑の先輩後輩関係にあった。 
中国語の語彙を集める収集癖と、緻密な分析力が、次第に同質の性格的な発露の一つと
して、中国学に向かわせたものと考えられる。前半 20 年間の業績に限定する評価では、最
も傑出したものが、『中国叢報』と言ってよい。最初に文書伝道師として派遣された任務は、
伝道印刷所の運営にあったけれど、主要な印刷物が、この月刊誌になった。印刷を担当す
る印刷工の仕事に始まり、原稿を集めて紙面構成する編集者、印刷所の運営面と財政面を
担当する経営者の仕事、更に原稿執筆という仕事内容である。最終的に文字通り、ウィリ
アムズの月刊誌となり、彼の印刷所という容貌を呈するまでに発展した。 
編集・印刷・運営の進展にともない、中国に関する知識が集積されていくことは、自然
な流れと言えるであろう。ここでも量的蓄積は、質的転換をもたらしている。 
ウィリアムズ独自の収集的好奇心が有効に働き、中国学の様々な雑学を自分の雑誌に掲
載するようになった。当然な動きと言える。最初の投稿記事は、1834 年 2月号の「中国度
量衡」であり(注 12)、最後の 20 巻目、1851 年 12 月号に「中国人に対するプロテスタン
ト宣教師の名簿」(注 13)を掲載するに至るまで、150 点余りにのぼる多数の原稿を自ら執
筆して印刷した。多く執筆している研究分野には、中国地誌、風俗習慣、自然史、美術・
科学・産物、中国語と中国文学、中国の対外関係、特に米中関係、日本および朝鮮半島、
中国語訳聖書の改訂問題、伝記事項を挙げてよい(注 14)。 
緻密な植字工の目は、僅かな誤植も見逃さない。日本で復刻された紙面を読むかぎり(注
15)、誤植や校正ミスが、実に少ないことも、先刻来しばしば指摘してきたウィリアムズの
性格に見られる緻密さを証するものであろう。皮肉なことに、本稿の主題となる息子フレ
デリック著『伝記』には、10箇所前後に誤植が見受けられた(注 16)。印刷所、それも異郷
の澳門や広東に設置されていて、英語の堪能な印刷職人と校正者が、ウィリアムズ一人と
いうなかで、しかも漢字まじりの英文雑誌 50頁余りを毎月印刷発行しなければならない状
況にあった。誤植を防ぎたいとするウィリアムズの仕事場は、どんな様子であったのだろ
うか。興味深いところである。次章に移る前に、『伝記』から二つの父親宛て書簡を以下に
引用して、垣間見ておきたいと思う。 
 
（１）父親宛て書簡、広東発信、1834 年 2月 23 日付け。 
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僕たち一家の生活は、ようやく落ち着きました。四人の家族、つまり
ブリッジマン、スティーブンズ、トレーシー、それに僕を加えた四人の
ファミリーなのですが、それぞれ忙しく仕事をしています。実際のとこ
ろ、仕事量が多いために、ときには家族の一人一人に、十分な気配りが
できないほどです。昔から僕の生活方針にしてきている「目前のことを
一つづつ片づける」は、有効に働いております。 
『中国叢報』は、最も骨の折れる仕事です。やりがいのある苦労なの
かどうか、この点は、もっと先の将来にならないと、判明しがたい感じ
です。キリスト教世界に与えるこの英文雑誌の効果が、特にこの分野、
中国伝道の重要性に、十分に見合うものとなれば、僕達の苦労も無駄に
なりません。この偉大な伝道事業を後援する人たちの啓蒙に、役立つの
であれば、それはそれで、虚しい目論見とは思えません(注 17)。 
 
（２）父親宛て書簡、澳門発信、1839 年 1月 26 日付け。 
（中略）。印刷所のこれら備品にくらべ、そこで働く印刷工となると、実
に奇妙な取り合わせです。まず、ポルトガル人の植字工が一人おります
が、英語の単語は一つも知りません。まして中国語の活字についても、
ほとんど分かっていません。それでも、中国語と英語の交じり合った本
の組版を仕上げてしまいます。彼に話すときには、僕は、不完全ながら、
どうにかこうにか、ポルトガル語で伝えます。更に、中国人の少年が一
人おります。少年は、ポルトガル語も英語も知りませんが、中国語の植
字を担当していて、それなりに役割を果たしています。最後に、日本人
が一人。この人は、英語とポルトガル語をまったく知りませんし、中国
語もほとんど出来ません。様々な活字を拾いますけれど、間違いも多い。
以上の職人たちが、仕事をしている最中、僕は、それぞれの人に、別々
の母国語で話しかけなければなりません。彼ら誰一人として、理解でき
ない内容の本を一冊、みんなで印刷を仕上げるまで、僕が、指揮をとる
立場にあります。こうした状況下にありながらも、誤植は少なく、まず
まずの正確さで印刷できていると思います（注 18）。 
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第２章  過渡期 1850 年代と『天津・北京遠征日記』の性格と構成 
 
中国滞在 40 年の前半は、以上に概観してきたように、後半 20 年間の北京生活で充実す
る基盤作りの時期として総括できるであろう。長年の忍耐強い中国語習得が、前述『漢英
韻府』に開花するのは、北京時代に入った 1874 年になってからであったし、中国研究の
成果も後半に顕著な結実を見た。前半 20 年間の最大の貢献が、『中国叢報』の編集･印刷・
運営にあったことは、前述したとおりである。中国研究の多種多様な分野に関する勉強が、
やがて後半の北京時代に、傑出した中国学の成果『中国総論』改訂版（注 19）を生み出し、
死の直前に出版される運びとなる。前半の『中国叢書』と後半の『中国総論』改訂版の二
者をもって、米国人による中国学の先駆的第一人者とする評価は、生前から変化していな
い。生前の高い評価の現われは、ウィリアムズを教授に迎えるため、エール大学に創設さ
れた中国学講座にも現れている。中国研究のみならず、日本研究や広く東アジア地域に関
する研究分野で、その後、多くの優れた学者たちを輩出してきた研究機関に、開拓的な足
跡をウィリアムズは残した。ここでも単調な数量の積み重ねが、質的転換を生み出したと
評せるばかりか、最後の具体例になった。 
澳門広東生活の様々な成果は、以上の二点、中国語研究と中国学の基盤づくりだけに限
定されていない。狭い特殊の分野での貢献であるので、マイナーな関連事項の評価になる
けれども、上記した伝道印刷所の運営にかかわって、中国語の金属活字印刷技術について
も、現地で開拓な努力を追求した点は、見過ごせない一事であると思う（注 20）。19 世紀
初頭から東アジア一の各地 (マラッカ、澳門・広東、寧波、上海)で、分散的に始まった伝
道印刷所と中国語金属字母作成の足跡は、本稿で詳論できないものの、幕末維新の日本的
事情との関連に於いても、今後の興味深いテーマの一つになるであろう（注 21）。 
もう一つの重要な業績は、1837 年モリソン号による日本渡来である(注 22)。幾つかの意
義深い発展が、その後に連鎖して起きたためである。 
帰国できずに澳門に戻った日本人漂流民の暮らしを引き受けた人は、ほかならないウィ
リアムズであり、彼の伝道印刷所兼自宅で、印刷の手伝いをしてもらっている。この事情
については、前掲の父親宛て書簡から推測できる。大事な点は、身近に暮らす日本人から、
日本語の手ほどきを受けたことにある。中国滞在の転機となる 1850 年代に、日本通とい
う評価が生まれる遠因の一つとなった。更に重要な側面は、日本渡航の克明な報告を書き
上げて、『中国叢報』に掲載した点にある。それと、ここに始まる一連の発展である(注 23)。
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発展の一つには、1853 年と 1854 年のペリー艦隊による日本遠征に、首席通訳の資格でウ
ィリアムズは招かれることになる事情にしても、この報告書が根拠になっている、と思わ
れる。唯一の米国人の日本通に目をつけたペリーが、澳門に赴き、自信なさそうに見える
ウィリアムズの説得にあった(注 24)。 
幕府役人を相手にする通訳の仕事は、再び経験の連鎖作用によって、転換期の 1850 年
代中国に於いて米国遠征隊の通訳に抜擢されるばかりか、後半 20 年間の北京時代に入って
は、米国外交代表部・駐北京米国公使館で、通訳・書記官・公使代理の要職に就任するき
っかけとなっている。こうした流れのなかで概観してくるとき、モリソン号通訳、ペリー
艦隊首席通訳、天津・北京遠征隊通訳、やがて外交畑の通訳官に発展する道筋は、満月の
夜道のように、はっきりと見えてくる。 
連鎖作用という点で、この章で扱う『天津・北京遠征日記』の記録に関連して、もう一
つの重要な側面を指摘しておかなければならない。1837 年モリソン号渡来のときに始まり、
1853 年と 1854 年のペリー艦隊日本遠征で反復されている遠征記録作りのことだ(注 25)。
いずれの場合も、後日になってから回顧して書いた回想録ではない。現場にあって動向を
直接に見聞したままに記した日記スタイルなのである。よほど事前からの入念な準備が必
要な作業と言える。画期的な出来事であるとの事前の予感に基づき、事前に書くことの意
志を強く固めるだけでなく、書き続ける忍耐力も必要となる数カ月間の作業である。従っ
て、『天津・北京遠征日記』の執筆は、先行する二つの日本訪問記の積み重ねなしに、とう
てい考えられないことだ。ここで再び、数量の蓄積、云々を繰り返さないが、遠征時期に
初めて試みた記録作りでないことだけは確かである。 
本稿の主眼とする問題点は、執筆した後の原稿の扱いで起きるテキスト問題である。と
りわけ、本人の死後に発表された遠征記の場合である。編集の方針に関わる問題点とも言
えるが、編集・校正・印刷した文面と自筆原稿の関係を指している。 
最初に書いた『モリソン号日本渡航日記』の場合、執筆・編集・校正・印刷ともに、本
人が、生前に担当しているのであるから、原稿と印刷文面が乖離する余地はない、と思わ
れる。それに比較するとき、後続する二本、つまり『ペリー艦隊による日本遠征日記 (A 
Journal of the Perry Expedition to Japan, 1853 & 1854)』、及び『天津・北京遠征日記 (The 
Journal of S, Wells Williams)』(注 26)は、所謂、ポスチュウマス (posthumous)の出版物
であるところに、テキスト批評の重要な問題が発生している、と本稿で指摘したいのであ
る。2 章、3 章で詳論を試み、最後の 4 章では、改変と断定できるかどうか、結論づけてみ
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たい。 
 
生前のウィリアムズは、前述した印刷工・文書伝道師として一途な生き方から推測でき
るように、内外の日々の動きを緻密に観察しては、記録に残している。それが、日記の形
になったり、書簡の形を取ったが、死後には膨大な自筆文書が山積した(注 27)。遺品とし
て引き継いだ息子のフレデリックは、父親の自筆文書を判読して活字化したが、主として
三点の印刷物に纏まっている。『ペリー日本遠征日記』、『天津・北京遠征日記』、それに前
述の『伝記』である。本稿で取り上げるのは後者の 2 点。2 章で『天津・北京遠征日記』、
3 章では『伝記』に集中する。 
まず『天津・北京遠征日記』と『日本遠征日記』のタイトルについて、ここでは『日記』
と訳しておくけれど、適切なタイトルなり、訳語であるのか、という疑問がまず起きる。
息子フレデリックによる命名であるように思えてならない。ウィリアムズの残した原稿を
判読して活字化した後年のフレデリックは、ペリー提督使節の日本遠征の場合に Journal
という用語を当て、同じく遺稿の北京遠征の場合にも、Journal を用いている。生前に発
表されているモリソン号日本渡来の場合、ウィリアムズ自身によるタイトル名が、
Narrative であった点に、注意しておく必要はあろう。本稿 3 章では比較のために、欧米
諸国の使節に関する随行記 Narrative (米国ペリー、英国エルギン、仏国グロス)とも関連
させて論述する。 
Journal はあくまでも現場主義の日記・日誌を意味しており、他方、Narrative は物語と
いう意味合いを含み、日記などの記録をもとにした後日の回想録という印象さえ与える。
書名の命名は、様々な都合によってなされるのであり、ここで大事な点は、内容を適切に
映し出しているかどうか、作者ウィリアムズの意識を正しく表明するタイトル選びであっ
たか、どうかという点にある。 
『天津・北京遠征日記』の内容を結論的に性格付けるとしたら、「日記体私信」というの
が、最も厳密な定義になるであろう。というのも、本書の基になった第一次資料は、米国
へ帰国中の妻に宛てて、日々に書いて送った私信 (personal papers)であるためだ。全体で
232頁の本書テキストのなかからさえ、上記定義の根拠となる引用は、随所で可能である。
ここでは、まず次の二カ所に言及しておきたい。 
 
上海、1850 年 5月 31 日。 
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(中略)。 パリに滞在中の (前米国使節、上院議員)からの短信を受け取り
ました。昨年の夏に天津遠征に参加しているあいだに、貴女に書き送り
ましたあの「日記体書簡」(sic. the journal letter) を借用したい、いう
お申し出でした。 
(中略)。彼に書簡を送るときには、なにか私的な事柄に関係していて、削
除した方がよいと貴女の考える文章を見つけられましたら、送りたい箇
所だけを別の紙に書き写して欲しいのです。書簡の用紙を元のままに残
しておきたいものですから、そうすることで、該当する書簡は、汚しも
せず、丸ごと取っておけると思います。 
(中略)。送るべき書簡についての選択は、貴女の判断に一任します。(中
略)。こうして取捨選択しましても、リード氏が、貴女に異論を唱えるこ
とはないでしょう(注 28)。 
 
更に、最後の頁には、次のような端的な言葉を使っている。「(澳門)、1860 年 1月 13 日。
(中略)。この 800頁目に当たる僕の書簡 (sic. this eight hundredth page of my letter)」(注
29)。書いている本人の意識のなかには、こうして相手の妻がいるのであるから、本来的に
定義したら、『天津・北京遠征日記』は私信と言わなければならない。実際、何度も、妻セ
イラに対する呼びかけ場面を見かける。二、三の例を以下に言及する。 
 
「1858 年 6月 9 日。これよりもずっと大規模で、類似の庭園を広東で見
たことのある貴女には」(注 30)。 
「1858 年 10月 28 日。シャドウェル艦長も当地に到着しました。貴女は
彼に会ったことがあるかどうか、よく覚えていません」(注 31)。 
 
もともと私信という個人的な性格の書簡であればこそ、他人に見せるとなると、先に引
用したように、かつての上司リードの要請に対応するのに、一定の配慮が欠かせなくなる。
同様の私的事情は、息子フレデリックの編集段階に、なにかしら作用している、と考える
方が自然であろう。書き直し、削除、あるいは改変、などの私的配慮の可能性が推定でき
る。 
私信もしくは書簡であるのなら、読み手を想定して書いているし、第一に海外からどう
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手元に届けたらよいか。郵送に関する実際的問題が発生してもくるので、ここで簡潔に言
及しておくべきであろう。隔週の定期的な郵船のみならず、商船、軍艦に至るまで、米国
と中国間の郵送手段に使ったらしい。この点で示唆的な書簡は、1858 年 5月 22 日の日付
であり、同日のものが、別々に二通ある点でも、全体のなかでユニークである。書簡の郵
送手段に関連して起きているだけに興味深い。 
 
(1858 年) 5月 22 日。 
今日、蒸気船 (後出のミシシッピー号のことか)が上海に向けて出航し
ますので、一連のこれら書簡は、ブリッジマン博士に届きましてから、
貴女の居るユーティカまで、彼が、転送してくれるはずです。 
(1858 年) 5月 22 日。 
ミシシッピー号は、本日の夕方 4 時近くに出航しました。大きな郵便
袋と、二人の英国人将校も乗客として、運んで行きました(注 32)。 
 
また、「物語」(narrative)という表現が、一度だけ使われている。2 年に及んだ私信の郵
送の後になって、初めて登場する言葉であり、一連の妻宛て書簡の流れをこれで懐古的に
総括した表現に聞こえる。私信もしくは書簡という性格を変える表現ではないと思われる。 
 
香港、(1859 年)、12月 21 日。 
(中略)。 僕の生涯のなかで、今回の遠征ほど安全に感じたことはありま
せんでした。それに、僕の物語 (sic. my narrative)を今まで読んでこら
れたら、貴女は、どんなに安全に配慮した待遇を受けたか、お分かりい
ただけたことと思います。 
(中略)。貴女には思った通りに、私信を書いて欲しいのです。というのも、
私信は随筆ではありません。その時々の感情と願望を紙面の上に、転写
したもの (sic. a transcript of the feelings and wishes at the time)であ
るためです (注 33)。 
 
私信もしくは書簡とは言え、このようにほぼ毎日書いて、定期的に郵送するのであるか
ら、先のウィリアムズ書簡に言及のあった「日記体書簡 (the journal letter)」という日記
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的 (journal) 様相を呈してもいる。 
ウィリアムズよりも少し前、1829 年 9月末に、同じ澳門へ渡来した米国人女性、ハリエ
ット・ロー (Harriet Low: 1809～1877) は、澳門生活を日々に日記に書き留めている(注
34)。ウィリアムズの日記体書簡と共通している点は、日記でありながら、米国に居る姉と
の約束で、読んでもらう相手を想定しながら、日々の日記で語りかけていることである。
ハリエット・ローの日記は、その意味で私信のような性格を持ち合わせている。しかし、
通常の意味での私信とか書簡とは呼べない状況にある。それは、9 冊の日記帳に書かれて
いて、書き終えるたびに、一冊ごとに姉へ郵送している事情があるためだ。話しかけ、い
ずれ読む相手の実在する私的な日記なのである。 
この点でウィリアムズの日記的性格の私信と大きく違っている。相手を想定しない自分
のためだけに書き続ける日記、つまり通常の意味でいう日記は、ウィリアムズよりも約 30
年遅れて中国に登場する英国外交官アーネスト・サトウのような場合を指している(注 35)。
ロー日記 9冊と、サトウ日記 39冊の場合と比較してみるとき、ウィリアムズの『天津・北
京遠征日記』は、内容を正しく性格付けるタイトルではない。厳密な定義を試みるなら、
前述した「日記体私信」にならざるをえない。そうした内容や性格であるのだから、タイ
トルの視点だけから捉えても、息子ウィリアムズの編集目的は、歴然と見えてくると思わ
れる。これに関連しては、もう一つ別のところに、以下のような興味深い会話場面の描写
がある。 
 
(1858 年)、6月 19 日。 
(中略)。 今日の面会では、雑多な話題でかなり盛り上がりました。子爵
に質問したなかで、彼の奥さんが満州語を読めるかどうか、僕は、質問
してみました。すると彼の答えは、読めるだけでなく、満州語で会話も
できる、ということでした。つづいて、ジオロという名前の高官が、僕
に質問しました。僕の妻は、僕と同じくらいに英語の知識があるかどう
か、というのです。それで、貴女は、ほぼ毎日、僕に手紙を書いてくれ
るし(sic. you wrote to me almost every day)、僕もまた同様で、その日
も僕の長文の私信を貴女に郵送したばかり、と答えましたところ、本当
に驚いて目を白黒させていました（注 36）。 
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毎日のように夫婦間で手紙を書き、米国と中国の間で郵送する。これは比喩でも強調さ
れた言葉づかいでもなく、実際の行為を映し出している。ちなみに、画期的な出来事に遭
遇しているこの天津・北京遠征に当たっては、日頃のマメな習慣をことさら緻密に守ろう
とするほどに、特別な一時期と見なして努力した結果と言えるかも知れない。1858 年 4月
19 日に書き始めて、1860 年 1月 13 日が書き納めになった。『天津・北京遠征日記』に於
いて、書簡のない日は、以下のリストのようになる。 
1858 年 
May 7, 25.  June 6, 19, 25，July 4, 7―16, 18―19, 21.  July 23―Aug. 19,  
Aug. 22―Oct. 25, 27, Oct.30―Nov. 12, Nov. 14―Dec. 31. 
1859 年 
Jan. 1―March 1, 3―7, March 9―April 26, April 27―May 13, 15―23, 
24–30, 
June 1―9, 11―14, 17―20, 24―26, June 30―July 1, 3, 16―17, 24, 30, 
Aug. 19―21, 23―26, 28―30, Nov. 1―Dec. 22, Dec. 24―31. 
1860 年 
Jan. 1―6, 8, 10, 12. 
 
長い中断期は、必ずしも書簡の不在を意味しない。前述したように、基本的に私信の性
格を持った内容であるだけに、息子フレデリックの判断によって、本書から削除された
private な箇所が多々あったはずである。それに、本書の目的は、彼のタイトル選択に現れ
ているように、この期間の両親による往復書簡の編集にあらず、アロー号事件に端を発し
た英仏連合軍と米露中立軍による第二次アヘン戦争、それに中国政府を相手にした米国使
節等の条約交渉にあったから、いきおい直接的に関連しない書簡の内容を省こうとする傾
向が見られる。一つの具体的な例として、1858 年 8月 22 日から 10月 25 日までの約 3カ
月間を指摘しておきたい。なかでも、４回目となるウィリアムズの日本渡航である。天津・
北京遠征と直接関係していない話題であるところから、編者フレデリックは、『天津・北京
遠征日記』から削除してしまっているのに、前出『伝記』では、以下の言及にあるように、
妻宛て私信からの引用がある。 
 
「ウィリアムズ氏の日記から、以下に短い抜粋を二、三、引用してみたい。
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今までの日本訪問のときに見聞できなかった日本の一部(長崎)を訪れた楽し
い思い出が、十二分に語られていると思う。 
「 (A few brief extracts from Mr. Williams’ journal will suffice to 
commemorate his pleasant visit to a part of Japan which he had not 
before seen)」(注 37)。 
 
引用文でいう「ウィリアムズ氏の日記」(Mr. Williams’ journal)が、上で扱ってきた妻宛
て書簡以外に現存している形跡はなく、同じ著書・編者である息子ウィリアムズの意識の
なかでは『天津・北京遠征日記』を意味していると思える。『伝記』には、長崎発信、1858
年 9 月 20 日、9 月 24 日の書簡が引用されている。また、「Minnesota 号は、ほかの開港
地を訪れることもなく、10月 7 日に長崎を発って、上海に向かった。このあとは、ウィリ
アムズ氏の日記から引用をつづけよう(Mr. Williams’s journal continues:)」(注 38)、とい
う再び「日記」への言及がある。『伝記』で使われている「日記 (journal)」という表現は、
混乱を招きかねない。不注意な表現と言わなければならない。 
長崎訪問と上海到着について述べている『伝記』の当該箇所では、資料の扱い方と表現
がやや曖昧で、フレデリックの混乱を感じさせる。「上海発信、10 月 15 日」の書簡には、
「妻宛て書簡」という小見出しが付いているのに(注 39)、後続する長文の引用「10 月 26
日、10月 20 日、11月 13 日」分には、「日記 (Journal)」という小見出しに変わってしま
っている(注 40)。この「日記」とは、同時期の『天津・北京遠征日記』を指していること
は、言うまでもない。この時期に書かれた妻宛て私信を取捨選択して、私的な内容の場合
には、「妻宛て書簡」とし、公的な記録の色彩が強い場合には、「日記」と呼ぶ使い分けを
していると考えられる。以下に比較例証するために、10月 15 日分と 11月 13 日分をそれ
ぞれ部分的に引用しておきたい。 
 
妻宛て書簡、(1858 年)、10月 15 日。 
長江号の到着が伝えられてから、まる一日たちましたが、今日の午後
になって、入港したと聞きました。前回の郵船によって、貴女のニュー
ヨーク到着の知らせを受けるものと期待しておりました。でも、便りが
なかったので、今回の郵船が、きっと無事到着の喜ばしい知らせを運ん
できてくれるもの、と確信していました。今回、最初に知ったニュース
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は、大西洋横断の海底電信ケーブルについてでした。無事に敷設は完了
して、うまく作動しているそうです。この電信ケーブルを最初に使って、
メッセージを交換したのは、米国大統領と英国女王でした。 
この喜ばしいニュースを知ったあとで、直ぐに、僕たちの愛する長男
オリファント死去の悲しい知らせが、タルボット・オリファント(Talbot 
Olyphant)から届きました。残酷な知らせではありますが、オリファント
氏は、淡々と短い手紙のなかで、よく知らせてくれたと、親切な行為に
感謝しています。今回の郵船便で、すでに返信を書き送りました。夕方
頃になってからは、ドワイト（ウィリアムズの弟）からの短信が届き、
長男死去のときに、貴女は、セイント・アルバンスに居たことを知らせ
てくれました。全ては、こういうことだったのですね。故国からの手紙
が、みんな遅れているのは、なにか事故があったせいなのですね。 
 
日記、(1858 年)、11月 13 日。 
この前に便りを出してから、ずっと忙しい日々がつづいていました。
ミネソタ号に乗船して、今、香港に向けて、海岸線を快走している最中
です。 
去る月曜日に、エルギン卿は、上海租界の近くの小さな寺院に赴き、
貿易活動に関する規則と関税法を含む英中条約に調印しました。中国側
の欽差大臣とのあいだで、このところ協議を進めてきたものです。 
エルギン卿の退出にともない、すぐにリード氏と随員たちは、同じ場
所に輿で出発しました。それに先立つ手配として、僕は、阿鄭を使いに
出しました。その場に待機してもらえるようであれば、米国全権公使は、
同一の文書に調印する用意がある、と伝えるためでした。恐らくは未だ
朝食前であったのでしょう、それを理由にして、僕たちの希望どおりに
して貰うには、阿鄭とのあいだで多少の悶着が起きました。それでも、
僕たちが到着してみれば、彼らは待っていたので、調印を完了できまし
た (注 41)。  
 
 この時期（1858 年 4月 19 日～1860 年 1月 13 日）に、帰国中の妻セイラに宛てて書い
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たウィリアムズの日記体書簡総体には、以上の二つの書簡が典型しているように、一つに
は、極めて私的な内容の私信と、歴史的な出来事を記録した言わば公的な状況報告との二
種類が含まれている。私的な内容の取捨選択、それに公的な内容であっても選択。二者と
もにこうした取捨選択は、編纂者ウィリアムズの編集方針に基づいて行われている。 
 
 
第 3 章  『Ｓ・ウェルズ・ウィリアムズ伝記』との比較 
 
19 世紀中葉の清末の中国、それに幕末の日本には、欧米諸国の派遣する外交使節と軍事
的遠征隊が、続々と訪れて開国を迫り、実現させた。歴史的な転換期にあたり、画期的な
出来事に参加したという意識は、現場で記録を取ることに始まり、帰国後に次々と、私的
な随行録や回想録にまとめたり、公的な記録や報告の出版を促した。ペリー提督の場合は
どうか(注 42)。日本に出発する以前から、情報収集と日本知識の消化に熱心であったし、
艦隊の動向については、嫉妬と形容できるほどに、事前の情報漏れを警戒した。首席通訳
の資格で参加して、自筆原稿を書き上げていながらも、息子フレデリックの判読と編集を
経た後に学会誌での発表が、ウィリアムズの死後のことになった事情は、ここに端を発し
ているようである。 
3 巻本の『ペリー日本遠征記』は、通訳のウィリアムズのみならず、使節団の団員から
乗組員に至るまで参加者全員に、日記・書簡・レポート等の私的文書の作成を渡航前から
依頼し、渡航後には提出を求めて、集まった膨大な手書き原稿を基に編纂した正式報告書
である。初版のタイトルに、Narrative という表現がある点に気付く。また、大任の編纂
者が、最終的にホークスに落ち着く前に、ウィリアムズと(注 43)、駐リバプール米国領事
だった作家ナサニエル・ホーソン(注 44)にも提案して、両者に断られている。 
英国使節エルギン卿の場合はどうか。手元に二つの資料がある。ローレンス・オリファ
ントの著述になる正式報告書の 2 巻本『エルギン使節の中国・日本遠征記、1857、1858、
1859 年』には、やはりタイトルに Narrative の表現が使われている(注 45)。もう一つは、
『エルギン卿の書簡と日記』である(注 46)。後者の英文タイトルに、Letters と Journals
とが使われていることにも、注意したい。 
天津・北京遠征に関わった 4 ヶ国のうち、英国と仏国とは、連合軍を組んだ対中国交戦
国であるのに対して、露国と米国は、中立国の立場で、交戦現場にあって仲介役となり、
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また各国それぞれで条約交渉と皇帝謁見の外交交渉に臨んでいる。仏国使節グロス男爵の
遠征記は早くから英訳されて、広く読まれたらしい(注 47)。露国使節プチャーチンの遠征
に関しては、中国に先立って来日して難破する苦難が、レンセンによって詳しく書かれて
いるけれど(注 48)、天津・北京遠征についての適当な英訳書が見つからず、詳細は不明で
ある。 
息子フレデリックによる『伝記』に於いては、該当する天津・北京遠征に関して、8 章
「1858～1859 年」40頁分と、9 章「1859 年」30頁分、合計で 70頁が割かれ、全体のな
かでは、強調した頁数になっている。それでも、『天津・北京遠征日記』の全 231頁、それ
に原稿 800頁に比較したら、とても全てを網羅することなど、初めから無理な相談である。
この時期のなかから、もっとも詳細で印象的な描写を一例に選び、『天津・北京遠征日記』
との比較をそれぞれの資料と付け合わせる形で、ここで吟味しておくことは無駄でないで
あろう。日付は 1859 年 6月 27 日であり、一日分の記述としては最長の 14頁に及んでい
る(注 49)。それというのも、この日に先立つ 25 日と 26 日には、勝戦の続いてきた英軍が、
初めて太古で敗北して、大打撃を受けた。原文では以下のように述べているほどである(注
50)。 
 
The English had been completely defeated, the landing party had 
been repulsed with dreadful slaughter, and not a man had entered the 
fort or climbed the walls.  
  
英文『伝記』にも、この日の激戦は、「ウィリアムズ氏の日記(Mr. Williams’ journal)」(注
51)と断り書きをしたあとに、異例の長さ 11 頁の引用が続く。しかし、全てを引用できな
くて、最初から日付を入れてなかったり、冒頭部分を省略するなど、決して原文に忠実と
いうわけでないようだ。二者の比較のため、(1)『日記』と(2)『伝記』の該当部分を部分的
に併記する。 
 
(1)『日記』 p.119。 
About two o’clock more animation appeared, and at ten minutes of 
three P.M. the battle began; the Chinese fired three guns at the 
Admiral in the “Plover,” he having begun to remove the stakes across 
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the river. 
(2)『伝記』 p.302。 
At 2:50 P.M. the battle began; the Chinese fired three guns at the 
Admiral in the “Plover,” he having begun to remove the stakes across 
the river.  
 
削除部分が冒頭に発生しているだけでなく、時間の表記が違っているのも、気になると
ころである。他国使節の記録のなかで、エルギン卿は、帰国していて、現場を目撃できず、
当然のことながら、上掲した二つのエルギン卿関連資料に、詳細な描写はない。弟のブル
ースが、代わって使節団を預かっていたが、『エルギン卿の書簡と日記』には、次のような
短い言及を読めるだけであって、敗北には触れていない。 
 
When the time approached, Mr. Bruce was commissioned to proceed 
to Pekin for the purpose of exchanging the ratifications.  On arriving, 
however, at the mouth of Peiho, he found the Taku forts, which guard 
the mouth of the river, fortified against him; and the men-of-war 
which accompanied him went forward to remove the barriers that had 
been laid across the river, they were fired from the forts.  As no such 
resistance had been expected, no provision had been made for 
overcoming it; and Mr. Bruce had no choice but to return to Shanghae, 
and report to the Government at home what had occurred. (注 52)。 
 
上に挙げた二つのエルギン卿使節、それにグロス男爵使節にも、1859 年 6月 25 日～27
日に至る詳しい描写はない。これは一例に過ぎず、ウィリアムズに優る緻密な記録は、1858
年～1859 年の第二次アヘン戦争と条約締結交渉について、皆無という状況と言える。それ
だけに、克明に記録を残そうとして、日記体私信を書き綴ったウィリアムズの先見の目に
驚くと同時に、残された自筆原稿の判読・活字化と編集に当たろうとするものは、慎重に、
緻密に仕事に当たらなければならないと感じた。 
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第 4 章   息子フレデリックによる自筆文書の編集について 
 
 エール大学図書館は、前述したように、３代、４代に渡るウィリアムズ一家の私的文書
コレクションを所蔵している。両親、本人、息子、孫の代までの 1824 年から 1936 年まで
の 28箱の資料に、後年になって、更に 3箱が追加されたので、現存する最大規模のウィリ
アムズ自筆書簡・日記・原稿のコレクションと言える。息子フレデリックが、遺品を預か
り、更に自分でも収集するなどして、とりわけ『伝記』の基礎資料としたものである。本
稿の執筆段階では、現地でこれを手に取って見ていないので、『伝記』や『日記』に引用さ
れている現物の未刊自筆文書との比較はできていない。しかし、両者の比較を試みた上記
の論考のなかで、自筆文書を扱う際の息子フレデリックの取捨選択、特に削除に関しては、
およその全体像を掴めたように思われる。ここにきて、最後に、削除のみならず、テキス
トの書き直しとか追加、入れ換え、などの手法について、実際の二、三の具体例、それも
典型的な例を『日記』と『伝記』から選び、併記する形で吟味しておきたい。 
 
(1)『日記 (1858 年 4月 24 日)』p.8。 
Messengers from the four Ministers started on their way by eight 
o’clock this morning, each with a letter for the Governor-General of 
this province of Chihli, and inclosing another for the Prime Minister, 
Yu, granting the Chinese Government time to send an envoy.  Mr. 
Martin and Mr. Jenkins went with Mr. McKinley in our boat…. 
(2)『伝記 (1858 年 4月 24 日)』 pp.254～5。 
The French frigate L’Audacieuse arrived yesterday,  Messengers 
from the four ministers started this morning, each with a letter for 
the Gov. Genl. of Chihli, and enclosing another for the Prime Minister, 
Yu, granting the Chinese Government time to send an envoy.  Of 
course there was not much to note in the interview with the officer… 
 
(1)と(2)は、断るまでもなく、同一の自筆文書を判読・活字化した結果である。『日記』
では、8時と時間を明記しているのに、『伝記』では単に今朝に変わってしまっている。『伝
記』冒頭の仏国フリゲート艦の昨日到着は、4月 24 日の日記には、冒頭にもその日分にな
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く、前日の 4 月 23 日に記されている文章を「言い換えて」追加してものであろうか(The 
French gunboat went into the river to-day and proceeded to the forts)。更に、大きな違
いは、両者の最後の文章を較べ読みしてみると分かるが、『伝記』では大幅な削除が行われ
ている。『日記』の最後の文章は、自筆文書のテキストそのままなのであろうが、22 行分
を削ったあとに、次の段落が、『伝記』の引用最後の文章 (Of course…)では始まっている。
両者を再び比較してみよう。 
 
(1)『日記』p.8。 
The Lieutenant-Colonel Chin who came off to the “Mississippi” on 
Monday came down to the wharf to receive the letters, but both he 
and those with him expressed such disinclination to have the 
foreigners come ashore that Mr. Wade and the others wisely agreed to 
avoid any irritating procedure by handing them their letters from 
their boats, the low, receding tide having interposed a few feet of 
muddy bank between them.  This officer received them all, 
conversing pleasantly enough with the foreigners, and after a few 
words they all retired out of the river and reached the “Slaney” to be 
towed back to their ships. 
Of course there was not much to note in such an interview, and the 
tart manner in which the communications were taken indicates an 
unfavourable progress to a peaceful solution of the questions at issue. 
(2)『伝記』p.255。 
Of course there was not much to note in the brief interview with the 
officer who took the letters, but he expressed a disinclination to 
receive them on shore and took them from a boat in so tart a manner 
as to suggest rather an unfavorable prospect toward a peaceful 
solution of these questions. 
 
上掲の二つの文章を比較するときに、削除と同時に発生してしまう編集上の「要約」と
か「追加の言い換え」である。『伝記』で使われている表現、brief にしても、『日記』のな
Ｓ・ウェルズ・ウィリアムズの伝記及び書簡体日記に関する一考察 
 －151－
かの after a few words を言い換えたのであるとすれば、正しい「言い換え」にならない。
それまでに、ある程度の時間をかけた会話が、相互にやり取りされているためである。更
に、『日記』で描かれている高官の様子は、「それなりに機嫌よさそうに外国人と話しなが
ら (conversing pleasantly enough with the foreigners)」というのであるから、『伝記』で
の the tart manner は、誤解を生み、適切な要約の域を脱しているようだ。tart であるの
は、上陸させたくないと思う中国側の危惧感を表明しているのであり、書簡の受け取り方
が、ボート上であるなら、十分に機嫌よかったからである。 
 他にも削除、要約のための言い直し、前後の文章の順番入れ替え、など原文テキスト変
更の具体例は、何箇所かにも及ぶが、ここでは、顕著な場合だけについて、『日記』をもと
に日付のみ、以下にリストしておきたい。1858 年 10 月 6 日、10月 28 日、1859 年 5月
31 日、7月 5 日などである。 
 息子フレデリックによる自筆文書の変更は、こうして多岐にわたるけれど、『日記』や『伝
記』というそれぞれの目的を持った書物に纏め上げるために採用した編集方法である。決
してなにか悪意や他意あっての変更とは読めないものばかりでありながら、一歩まちがえ
ると改変と評されても反論の余地のない大胆な書き換えをしているケースもないわけでな
い。ウィリアムズは律儀に生きて、克明に日々の動きを記録し、同時に自分の祈りや内心
の動きまで、妻はじめ親しい人たちに私信で伝えようとしただけに、残された未刊の自筆
私信を同じく丹念に読み、正確なテキストの活字化に努めたいものである。 
 
 
注 
 
(1) 顧釣訳『衛三畏生平及書信』(広西師範大学出版社、2003 年)。 
(2) The Life and Letters of Samuel Wells Williams, LL.D., Missionary, Diplomatist, 
Sinologue, by his son Frederick Wells Williams (First published in 1888, 1889, by 
G.P. Putnam’s Sons; Reprint edition published in 1972 by Scholarly Resources)。 
(3) 米国伝道協会 (American Board of Commissioners for Foreign Missions)は、日本で
「アメリカン・ボード」の通称で知られてきた。塩野和夫著『19 世紀アメリカン・ボ
ードの宣教思想Ⅰ 1810－1850』新教出版社、2005)。 
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(4) An English and Chinese Vocabulary, in the Court Dialect, by S. Wells Williams, 
Macao: Printed at the Office of the Chinese Repository, 1844。 
(5) A Tonic Dictionary of the Chinese Language in Canton Dialect, by S, Wells Williams, 
in 2 vols, Canton: Printed at the Office of the Chinese Repository, 1856。 
(6) A Syllabic Dictionary of the Chinese Language Arranged According to the Wu-Fang 
Yuen with the Pronunciation of the Characters as Heard in Peking, by S. Wells 
Williams, Canton, Amoy, and Shanghai, Shanghai: American Presbyterian Press, in 
1874。 
(7) A Dictionary of the Chinese Language, in Three Parts, by Robert Morrison, Macao: 
East India Company’s Press, 1815～23。 
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AppendixⅠ:  References to Japan and the Japanese in S. Wells Williams’ Journal 
during the expedition to Tiensien and Peking in the years, 1858 and 1859. 
(1) July 6th, 1858.  p.85. 
    The “Powhatan” left for Nagasaki last evening, from whence she is to proceed to 
Hakodadi.  
(2) Shanghai, August 20th, 1858.  p.90. 
  The "Powhatan" has arrived from Yedo with a copy of the treaty made with the 
Japanese government by Mr. Harris, about a month since.  The report was brought 
by way of Hakodadi that Mr. Harris supposed that there were negotiations going on.  
Now we hear that a favorable commercial treaty has been made, that Americans 
will be able to live in the country, and that, in short, the Japanese have opened their 
ports and country to the rest of mankind.  How much the privileges will be worth is 
another question, for I do not think the Japanese have much that foreigners will 
wish to pay money for.  The seclusive policy of two hundred years has taught the 
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people to do without the products of other lands, and it will take some time and 
numerous experiments to ascertain what they have among their productions worth 
going so far to buy.  The beautiful lacquered ware and porcelain they furnish are 
not articles to found a commerce upon, and I doubt if the government will allow the 
precious metals to be largely exported.  The foreigner can supply them with grain, 
cutlery and cloth, but he wants something besides curiosities.  Mr. Harris has been 
well treated by the authorities, has had audiences with the Emperor (The Shogun) 
and seems to have conducted himself with address and prudense.  It is a matter of 
some chuckling here among the Yankees that he has got to Yedo before the English 
and Russians, and his treaty is gone before there are signed.  It is reported that he 
stipulated that the Japanese should not sign a treaty with any other commissioners 
within thirty days of the date of his, but I do not see the reason or policy of such a 
proviso, and suspect that rumour has not told a straight story.  You will learn the 
provisions of the treaty in America before we know them here.  I shall have to get 
out a new edition of my Commercial Guide in order to furnish all these new Chinese 
and Japanese commercial regulations, or I shall have the books left on my hands. 
(3) August 21st, 1858.  pp.90－1. 
  Rainy and ungraceful as the day is, I have got out in order to relieve my eyes, and 
have seen Commdore Tattnall who, as you might expect, is full of Japan and the 
Japanese.  He gives a little different version about the limitation of thirty days, 
and shows how it came to be made.  Mr. Harris had the Dutch only in view, and 
having been, as he thought, thwarted by them in getting some of the articles of his 
treaty agreed to by the Japanese, got them to promise that they would not sign any 
treaty with the Dutch within a month of the date of his.  I doubt if it will hinder the 
signing of one with the English and Russians.  Mr. Harris writes that Americans 
living in Japan will be at liberty to erect churches, will never be compelled to 
trample on the cross, and will be allowed to trade at five ports.  He is as 
diplomatically secret as he ought to be, and gives the chief points of the compact 
made with the authorities at Kanagawa, to which place they came from Yedo.  I 
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suppose Lord Elgin and Count Poutiatine will also be received at the same town.  
The Japanese came down the bay in their own steamer which was manned and 
navigated entirely by themselves; they will be ready therefore to take Captain 
Wade’s vessel as soon as he gets it up there. 
   The Commodore thinks the Japanese the most courteous, cleanly and chaste people 
he has seen in these quarters, and assures me that they will be ready to become 
Christians as soon as anybody can teach them, for Buddhism is so much like 
Christianity that there will be no difficulty in passing from one to the other.  
Strange ignorance the man has of the nature of true religion and of the plague of his 
own heart.  However, one can see the hand of God in the manner in which the 
Japanese have been induced to open their country since the American squadron 
anchored at Uraga in 1853, demanding only wood and water as it were.  I think we 
may reasonably be proud of the peaceful manner in which these negotiations have 
been carried on, and my remembrance of my sensations the 29th of July, 1837, when 
I was watching the cannon balls coming towards me for six long hours, not knowing  
but the next one would hit, makes the present advance more vivid and important.  
Nobody would be more gratified than Perry to learn the provisions of Harris’ new 
treaty, for he counted justly on the effects of having a consul living among the people 
to do away with their ignorance and prejudices.  I suppose Harris must have 
learned to converse pretty fluently in Japanese by this time, and we shall not doubt 
have a book ere long upon the people and country.  I shall be satisfied if it gives a 
fair account of them, but Harris is a bit of a brag.  (Footnote: Mr. Williams visited 
Nagasaki with Mr. Reed during the September and October). 
(4) October 26th, 1858.  pp.91~2. 
   Baron Gros returned from Yedo yesterday, having made his treaty with Japan, and 
that on much the same terms as the preceding visitors.  This makes the ninth 
treaty signed by the Chinese and Japanese officials since the 13th of June last.  The 
Japanese wished to detain Baron Gros at Kanagawa, but he went up to Yedo in his 
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ships; they wished to detain him on board ship, but he went ashore, and then they 
let him have the same quarters that Count Poutiatine occupied in Yedo; they desired 
to keep in in the house and restrain his suite from rambling through the city, but he 
told them that if they wished to treat him impolitely and declined making a treaty 
with him, he would straightway return on board ship and go home.  They yielded 
all, and he seems to be satisfied and, like all his predecessors, much pleased with 
the people at large.  He stopped in at Nagasaki on his way back for two or three 
days,  I have not heard whether he effected any modification of the previous 
treaties respecting residence in country or privilege for Romish priests to propagate 
their tenets; they points may transpire, however, for there has been some interest 
felt here in the matter.  The Baron reports that the cubosama or taigoun at Yedo 
actually died the day that Lord Elgin landed in the city, and was naibon until the 
16th of September; that is, he was not officially dead until that date. 
 
Appendix Ⅱ: A few personal letters of S. Wells Williams to his wife, referring to his 4th 
visit to Japan, transcribed and quoted by his son in his biography 
(1) Nagasaki, Sept. 20, 1858.  pp.283-4. 
    A party of officials came on board soon after we were anchored this morning, 
bearing with them the stipulations of the governor to the captain and Mr. Reed upon 
their arrival in his port.  The interpreter spoke English as if he had learned it out 
of a book, a lump of words at a lesson, for it required no little practice and attention 
to recognize some of his sentences as belonging to our language. 
    In the afternoon I went ashore.  The stock of articles in the bazaar is less both in 
quantity and quality than I had expected, but perhaps the best of the stock is kept 
in reserve and samples only exhibited.  The shops are small and in nearly every 
way inferior to those in China, all of them being rather stalls than stores.  The 
shopkeepers were courteous and expert, some of them expressing considerable 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 19 号 2008.03 
 －160－
surprise at hearing even a few words of their language spoken.  I was asked 
whether I had visited Yeddo, but there was none of the stupid wonder which the 
lower classes of Chinese show on such occasions. 
    The Island of Desima is not nearly so large as the old factory site at Canton, but 
the number of people living here has never been so large in proportion.  There is a 
garden, several warehouses and guardhouses, besides the residences of the Dutch, 
whose flagstaff shoots up high over the dwellings, and by its tricolor indicates their 
position to every ship coming into the harbor. 
(2) Sept.. 24th, 1858.  p.284. 
    I went this morning into a small shop where the position which a woman can reach 
in this land was well exhibited, and the instance, I judge, was not an unusual one.  
Bowls and plates and grocery articles were spread in front, while the back of the 
room was well-stocked with foreign articles of the cheaper sort; one young man in a 
corner was reading a Dutch book on mechanics.  The woman sat on the floor in the 
middle nursing her fat baby as unconsciously as if she had been playing with it, 
while she directed the traffic.  Two or three men brought out the various articles as 
she told them, doing all the running, while the bargaining was left entirely to her, 
they never disputed or suggested otherwise.  The case with which all this was done 
showed that women managing the other shops here, I infer that most of the 
chaffering is done by them. 
(3) Shanghai, Oct. 7, 1858.  pp.285-6. 
    Thus ends my fourth visit to Japan、in some respects pleasanter than the others.  
Hope predominates, and I am sure that God will further assist in carrying on His 
plans if His people begin missions here in faith and patience. 
    Steam and anchor were both up very soon after daylight, and every one was on 
deck for a last look at this beautiful bay, while we slowly moved out.  In my 
wanderings during the past four or five years I have become somewhat conversant 
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with different sorts of scenery, but none surpass the harbor and environs of 
Nagasaki.  I shall love to remember the pleasure I’ve had in looking upon and 
rambling over its hills and glens. 
    We had hardly reached the outer islands when we saw the Mississippi coming 
in---the ship we had been hoping for during the last week.  As she drew near, we 
were not a little surprised to find to observe the marines on the hurricane deck, the 
big bow-gun pointed out of the port bulwarks, which were all down, and the entire 
crew at general quarters, it being yet hardly eight o’clock.  When the ships had 
approach neared enough to hail, the wheels and steam prevented any 
communication; Capt. Nicholson therefore came aboard and explained the matter.  
He was direct from Hakodadi, where the latest news from the United States was by 
way of California, when the discussion respecting the conducting of British vessels 
firing into American ships was so strong that the captain was convinced that ere 
this, war must have been declared by Great Britain.  In any event, he was 
determined not to be caught napping, and perhaps we might be an English cruiser 
simulating an American ship and waiting for any prey which might turn up.  Nor 
when Capt. Du Pont had hoisted the Minnesota’s number was he altogether 
convinced, but sheered round, so as not to expose his whole broadside to the possible 
enemy.  Nicholson said that when he left Hakodadi, he was not sure that he ought 
to venture south, but go first rather to Paulowisky (as he called Petropauloski) there 
to get provisions.  It was a funny procedure, altogether, and will furnish the 
commodore and other officers matter for jokes galore. 
